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返却期日までに

読めなかったときは。。。

もし期日内に本を読むことができなかっ

た時は貸出を延長することができます。図

書室のカウンターで申請できますので、本

をもって図書室まで来てください。予約が

かかってる場合は延長できません。貸出期

間は通常２週間ですが、さらに２週間延長

できますので、必ず延長手続きを行ってく

ださい。

１２月６日(水） より、冬休み長期貸出が始まります！！！

ひとり ５冊 まで借りることができます！！！！！

９月より、新しい本がたくさん入りましたので

この機会にぜひ、利用してください。

長期貸出の本は、冬休み明けの １月19日（金） までに返してください。

読書脳を育む

三好中学校

東京大学院教授で言語脳科学者の酒井邦嘉氏は、「脳は紙の本でこそ鍛えられる」と著書の中

で提唱しています。インターネットの普及による過度な情報の氾濫が、一層読書離れを加速させ

ている現在、紙の本がいずれ不要になることへの警鐘を鳴らしています。酒井氏は、動物の中で

人間だけが持ち合わせている言語による脳の働きや機能を研究し、脳は紙の本でこそ鍛えられる

と断言しています。言語による脳の働きは、人間が文字を見るとその視覚情報は脳の視覚野に入

り、次に音声情報に変換され、膨大な記憶の中から単語や文法要素を検索し、言語野に送り込ま

れることで文章として認識されます。言語情報のインプットは、文字を読む・音声で聞く・映像

を見る場合など様々ですが、それぞれの情報量の多さは、映像・音声・文字といった順になりま

す。音声は、文字だけでは伝わらないニュアンスやイントネーションが加わり、映像はさらに多

くの視覚情報がプラスされてより豊富な情報量を受けることなります。しかし、どうやら人間の

脳は、情報量が多ければ多いほど良いと言うわけではないようで、足りない情報を自ら補い想像

することや考えることが活性化し、さらに進化するということです。つまり、便利になりすぎた

ネットワーク上の文字を読むことより紙の本を本の質感やページをめくる紙の感触とともに脳は

記憶し、鍛えるとのことです。倍速で、YouTubeを見るよりじっくり本を開いてみませんか。


